
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

隠岐の島町は、約一万年前の昔、日本列島から離れ現在の姿となった隠岐諸島の中

で最も大きな有人島です。島根半島の北方約 80ｋｍの日本海に浮かぶ本町は、海岸や

山々、動植物など悠久の自然と歴史を今に引き継いでいます。 

隠岐の島町に暮らす私たちは、このような環境で生活しながら、伝統と文化を育ん

できました。時代が移り人々の暮らしは変わっても、隠岐の島町には、今も昔も変わ

ることのないふるさとを想う島人の心〝隠岐びとの心″があります。 

北前船の寄港地でもあった西郷港は、明治時代には大いに栄え、まちの産業の流通

や人々の交流にとって、海とまちのつながりは欠かせないものでした。そして、港や

空港からの交通ネットワークのつながりにより、隠岐の島町全体のにぎわいを生んで

きました。 

しかし、全国的に進む少子高齢化は、有人国境離島である本町にとって深刻な問題

となっています。本町の人口減少は、まちの構造を大きく変え始めています。 

世帯分離や車社会の到来で、これまで拡大してきた都市のインフラは今後、長寿命

化を含む適正な維持管理が必要となります。増え続ける空き家については、良好な住

環境や景観の形成のための対策を行っていかなければなりません。今後迎える超高齢

化社会において、医療や福祉サービスを充実させるための機能を維持していくことは

喫緊の課題です。 

このような様々な課題を少なくなった人口で支えていかなければなりません。 

本町では、人口減少対策として、「つながる」ことをキーワードとして、まちづくり

を推進していくこととしています。人のつながりは、今を生きる私たちだけでなく、

次世代へのつながりも必要です。このようなまちづくりは、私が目指す「生まれて良

かった、住んで良かった、訪れて良かった」の理念に基づいて行っています。 

まちづくりの指針となる、この立地適正計画は、海とまちがつながる西郷港を中心

とした「西郷都市計画区域」の将来の姿を示す重要な計画となります。 

「海とまちをつなぎ、世代をつなぐ」まちづくりとして、現在全力で取り組んでい

る、西郷港周辺整備から一体となる都市の骨格を強化し、その効果をそれぞれの地域

に波及させることで隠岐の島町全体の活性化を考えています。 

隠岐びとの心に「良かった」が響くまちとなるように、まちづくりに取り組んでま

いりますので、町民の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。 

 

                        令和４年４月 
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（都市計画区域の整備、

開発、及び保全の方針） 町の目指すべき 

理念・方針を共有 
土地利用の 

方針を共有 

関連する項目の方針を共有 

隠岐の島町地域公共交通計画 

 

西郷港玄関口まちづくり計画 

隠岐の島町地域防災計画 

隠岐の島町公共下水道事業計画 

隠岐の島町中小企業・小規模企業振興計画 



 

 



 

 


